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１．情報化施工 要領策定の対象技術

オペレータ用

のモニター

作業履歴・状況
を表示

②ＴＳを用いた出来形管理技術①ＴＳ･ＧＮＳＳによる締固め管理技術

Ｔ Ｓ ： トータルステーション
ＧＮＳＳ ： 全地球衛星測位システム （GPS、GLONASSなどの総称）

＜施工管理技術＞
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２．情報化施工 要領策定の経緯
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監督・検査要領･･･監督・検査職員向けに、実施項目を示したもの
施工管理要領･･･施工企業向けに、基本的な取り扱い方法や計測方法、手順を示したもの

○情報化施工技術の普及促進のための環境整備の一つとして要領を策定

監督・検査要領、施工管理要領を策定・改訂する情報化施工技術
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【導入前】砂置換・ＲＩによる密度計測 【導入後】TS・GNSSによる締固め回数管理

施工者

（計測）
・締固め密度計測は1回/1,000m3毎
・密度試験写真管理が1回/土質毎

（書類作成）
・密度計測結果は野帳から転記（書類作成が必要）

（その他）
・砂置換の場合は結果の判定に期間が必要
・電子納品が必要

（事前準備）
・システム適用の確認が必要
（適用、システムの精度確認、条件設定、事前チェックシートによるチェック）

（計測）
・締固め密度計測は不要。（施工結果は全層・全面で記録）
・密度試験写真管理が不要

（書類作成）
・締固め結果はシステムで自動出力

（その他）
・締固め過不足は施工中に確認可能
・電子納品が必要(※データの追加があるが電子化の手間は無い)

監 督
職 員

（書類の確認）
・施工計画書の受理

（施工状況の把握）
・敷均し状況の把握 １回/１工事

（書類の確認）
・施工計画書等の受理

（記載の有無の確認（事前チェックシートの１枚の確認を含む）

（施工状況の把握）
・敷均し状況の把握 １回/１工事

検 査
職 員

（出来形・品質検査、写真検査）
・締固め密度 書面検査は1回/1,000m3毎
・密度試験写真管理が1回/土質毎

（その他）
・施工計画書受理の確認
・電子納品のデータ提出状況の確認

（出来形・品質検査、写真検査）
・締固め密度 書面検査は施工層毎（締め固め回数資料等を確認するのみ）

・密度試験写真管理が不要

（その他）
・施工計画書受理の確認（事前確認チェックシートの確認状況の検査を含む）

・電子納品のデータ提出状況の確認（フォルダ構成のチェック含む）

＜凡例＞
赤字：作業量の減少
青字：作業量の増加
緑時：作業量は同等程度

３－１．TS・GNSS締固め管理技術の活用による効果

4

○ 情報化技術の位置付け（平成22年8月2日付課長通達、及び補佐事務連絡で

の整理）

○ 情報化技術の位置付け（平成22年8月2日付課長通達、及び補佐事務連絡で

の整理）
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＜技術の導入による効果＞

【導入前】巻尺・レベル等による計測 【導入後】TSによる計測

施工者 （事前準備）
・作業員が３人以上必要

（計測）
・施工管理の計測は1箇所/測点毎
・出来形管理は1箇所/40m
・写真管理が1回/200m（法長）

（書類作成）
・計測結果は野帳から転記（書類作成が必要）

（その他）
・出来形不足は事務所に帰ってから確認
・電子納品が必要

（事前準備）
・作業員は２人

（計測）
・施工管理の計測は1箇所/測点毎
・出来形管理は1箇所/測点毎 （※帳票は自動作成ため負担はない）

・写真管理が1回/１工事（法長）

（書類作成）
・計測結果をシステムで自動出力

（その他）
・出来形不足は計測と同時に確認可能
・電子納品が必要 (※データの追加があるが電子化の手間は無い)

監 督
職 員

（書類の確認）
・施工計画書の受理

（書類の確認）
・施工計画書等の受理

（記載の有無の確認（事前チェックシートの１枚の確認を含む）

検 査
職 員

（出来形・品質検査、写真検査）
・出来形書面検査は1箇所/ 40m
・出来形実地検査は1箇所/200ｍ
・写真管理は1 回/200ｍor1施工箇所毎

（その他）
・施工計画書受理の確認
・電子納品のデータ提出状況の確認

（出来形・品質検査、写真検査）
・書面検査は 1箇所/測点毎 (確認書類は従来通り)

・実地検査は １箇所/１工事
・写真管理は 1回/１工事

（その他）
・施工計画書受理の確認（事前確認チェックシートの確認状況の検査を含む）

・電子納品のデータ提出状況の確認（フォルダ構成のチェック含む）
6

＜凡例＞
赤字：作業量の減少
青字：作業量の増加
緑時：作業量は同等程度

３－２．TS出来形管理技術（土工）の活用による効果
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３－２．作業フロー（TS出来形（土工））
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＜技術の導入による効果＞

【導入前】巻尺・レベル等による計測 【導入後】TSによる計測

施工者 （事前準備）
・作業員が３人以上必要

（計測）
・施工管理の計測は1箇所/測点毎

・出来形管理は1回/各層80m （幅）

・ 〃 1回/40m （厚さ）※路面切削工

・写真管理1回/各層80m （幅） ※アスファルト舗装

・ 〃 1回/200～400m（転圧状況等）

・ 〃 1回/1施工箇所 （幅・厚さ） ※路面切削工

（書類作成）
・計測結果は野帳から転記（書類作成が必要）

（その他）
・出来形不足は事務所に帰ってから確認
・電子納品が必要

（事前準備）
・作業員は2人

（計測）
・施工管理の計測は1箇所/測点毎

・出来形管理は1箇所/測点毎（※帳票は自動作成されるため負担はない）

・写真管理1回/各層毎１工事 （幅）※アスファルト舗装

・ 〃 1回/200～400m （転圧状況等）

・ 〃 1回/1工事 （幅・厚さ） ※路面切削工

（書類作成）
・計測結果をシステムで自動出力

（その他）
・出来形不足は計測と同時に確認可能
・電子納品が必要(※データの追加があるが電子化の手間は無い)

監 督
職 員

（書類の確認）
・施工計画書の受理

（書類の確認）
・施工計画書等の受理

（記載の有無の確認（事前チェックシートの１枚の確認を含む）

検 査
職 員

（出来形・品質検査、写真検査）
・出来形書面検査は1箇所/ 40～80m
・出来形実地検査は1箇所/200ｍ
・写真管理は1 箇所/80～200ｍor各層毎

（その他）
・施工計画書受理の確認
・電子納品のデータ提出状況の確認

（出来形・品質検査、写真検査）
・書面検査は 1箇所/測点毎 (確認書類は従来どおり)

・実地検査は １箇所/１工事
・写真管理は 1枚/１工事

（その他）
・施工計画書受理の確認(事前確認チェックシートの確認状況の検査を含む）

・電子納品のデータ提出状況の確認（フォルダ構成のチェック含む）

＜凡例＞
赤字：作業量の減少
青字：作業量の増加
緑時：作業量は同等程度

３－３．TS出来形管理技術（舗装工）の活用による効果
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３－３．作業フロー（TS出来形（舗装））



ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め
管理要領について
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はじめに

11

「ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理技術」とは、ＧＮＳＳやＴＳで建設機械の位
置を取得し、平面上に設けたメッシュ毎に締固め回数をカウントし、試験施工で確認
した規定回数との差をオペレータに提供する技術である。

締固め回数の早期把握
（技術者判断の迅速化、

人為ミスの防止、品質確保）

ＧＮＳＳやＴＳによる
位置情報の取得（計測効

率の向上）

・まきだし厚
・締固め回数
・施工含水比

試験施工により施
工管理要素を決定

・まきだし厚管理（写真）
・締固め回数管理（システム
、オペレータ、帳票）

・施工含水比管理（日々）

本施工では工法規
定により施工管理

・盛土全面の管理
・人為ミスの減少
・品質管理効率化

期待される効果

この管理方法は、盛土の現場密度を直接測定するものではなく、工法規定により品質を担保する。



本要領(案)の位置づけ

受注者
（施工会社）

監督・検査職員

使用者

ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた
盛土の締固め管理技
術とは？
管理項目・基準は？
提出書類は？

書類の確認項目は？
検査項目・頻度は？
立ち会い方法は？

基準類

ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め
管理の監督・検査要領（案）

ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め
管理の監督・検査要領（案）

ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め
管理要領（案）

ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め
管理要領（案）

12

資料２－２



ＴＳ又はＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理システムの、基本的な取り扱い、施工管理
方法、データ取得、締固め回数の確認方法を定める。

本要領(案)策定の目的

13

本管理要領（案）を用いた場合の従来の管理方法との相違点

目 的

項目 従来の管理方法 本管理要領(案)の管理方法 効果

準
備
工

システム準備 －

システム適用可否の確認
（現場環境、対象土質等）
所定の機能を有するシステ
ムの選定及び精度の確認
現場の条件に合わせた設
定

－

土質試験
使用予定材料の品質確認と
締固め曲線による施工含水
比の範囲の決定

同左 －

試験施工
要求品質を満足できる施工
仕様（まき出し厚、締固め回
数）の決定

同左 －

盛
土
施
工

盛土材料の品質確認
土質変化の有無の確認
施工含水比の範囲適合の
確認

同左 －

まき出し
まき出し厚の確認（試験施
工で決定した厚さ以下）及
び写真撮影

同左及び施工機械の走行
軌跡データに標高を表示

・まき出し厚管理データの取
得→品質確保、トレーサビリ
ティ確保

締固め
目視・カウンタにより締固め
回数の管理

システムにより所定の締固
め回数となるよう管理

・回数管理の自動化による
オペレータの負担低減→
施工の効率化
・転圧不足・過転圧を確実に
防止→品質確保

現場密度試験 所定の頻度で実施
原則省略する、但し材料品
質、まき出し厚、締固め回数
が異なる場合は実施する。

現場密度試験を確実な材料
品質、まき出し厚、締固め回
数の管理で代替することに
よる管理業務の効率化



工程 管理・確認項目 管理・確認の方法 参照箇所

準
備
工

適用条件 締固め回数管理システムが適用可能な現場条件であることを確認
９、10

ページ

計測障害の有無
･基準局・移動局間の無線通信に障害が出ない環境であることを確認
･ＴＳの場合、当該現場でＴＳから自動追尾用全周プリズムへの視準が遮られないことを確認
･ＧＮＳＳの場合、当該現場でFIX解のための十分な衛星捕捉数が得られることを確認

11ページ

使用機器 実施する締固め管理に必要な機能を持った機器が揃っていることを確認
13～16

ページ

精度 締固め管理に必要な精度を、システムが確保していることを確認 17ページ

システムの設定
当該現場の盛土範囲や使用する重機に応じてシステムを適切に設定していることを確認

18～21

ページ

システムが正常に作動することを確認（可能であれば試験施工で確認）
22、25

ページ

土質試験
使用予定の盛土材料の適性をチェックするほか、突固め試験で得られる締固め曲線により、所定
の締固め度が得られる含水比の範囲を確認

26ページ

試験施工
使用予定の盛土材料の種類毎に、締固め回数と締固め度・表面沈下量の関係を求め、所定の締
固め度及び仕上り厚（一般に30cm以下）が得られるようなまき出し厚及び締固め回数を確認すると
ともに、過転圧が懸念される土質では、締固め回数の上限値を確認。

22～25

ページ

盛
土
施
工

盛土材料の品質
現場に搬入される材料が、①試験施工で適切な施工仕様を決定した土質と同質であることを確
認、②所定の締固め度が得られる含水比の範囲内であることを確認

27ページ

材料のまき出し
試験施工で決定したまき出し厚で敷き均されていることを、写真撮影により確認。システムによる情
報化施工機械の標高記録により把握。

29ページ

締固め システムにより車載モニタでリアルタイムに確認し、施工範囲全面で所定の締固め回数を管理 28ページ

現場密度試験
原則として現場密度試験を省略、但し上記の管理・確認項目で適切な結果が得られていなければ
現場密度試験を実施して規格値を満足しているか確認

30ページ

管理項目

ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理システムでは、所定の締固め度を、
土質試験・試験施工で決定した通りの施工を行うことによって確保される。
全ての条件について適切に管理することが必要である

14



準備工における管理・確認（１）

15

締固め作業に使用する機械が、ブルドーザ、タイヤローラ、振動ローラ及びそれらに準
ずる機械であること

地形・立地条件が原因となる計測障害（電波障害）の有無を確認しなければならない

ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理システムの適用可否を、使用機械、施工現
場の地形や立地条件、施工規模及び土質の変化などの条件を踏まえて判断しなけ
ればならない。

使用機械

施工現場の地形・立地条件

土工の分類 標準的な締固め機械の種類

河川・海岸土工 ブルドーザ、タイヤローラ、ランマ、タンパ、振動コンパクタ、振動ローラ、ロードローラ

道路土工 ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ、自走式タンピングローラ、被けん引式タンピングローラ、
ブルドーザ（普通型、湿地型）、振動コンパクタ、タンパ



準備工における管理・確認（２）
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対象土質、施工含水比

乾燥密度

（g/cm3）

ρdmax

管理基準値

ｗ1 ｗopt 含水比（％）

締固め曲線

ｗ2

所定の締固め度が
得られる範囲

ゼロ空気間隙曲線

浸水時の強
度低下防止
のための適
正な範囲

土質･･･締固め回数管理が適用しやすい土質
施工含水比･･･最適含水比と所定の締固め度の得られる湿潤側の含水比の範囲

（従来と同様）

○締固め回数管理が適当でない土質
・自然含水比が高い粘性土、鋭敏比が大きく過転圧になりやすい粘性土等
・盛土材料の土質が日々大きく変化し、各種試験で確認した土質から逸脱する場合



機器の構成

基準局

・ＴＳ機器（自動追尾ＴＳ）
・データ通信 無線送信機
・電源、データ一時保管ＰＣ

移動局

・追尾用プリズム
・車載PC（表示ソフト含み）

・データ通信 無線受信機

管理局

・帳票処理PC(ソフト含み）

・出力用プリンター

準備工における管理・確認（３）

盛土の締固め管理システム ＴＳの場合

締固め管理システムの機器仕様確認
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使用するシステムのメーカ、型番、構成機器等を施工計画書に記述する。使用するシ
ステムは管理に必要な諸機能を有していなければならない。



必要機能

精度の確認

・締固め判定・表示・記録機能
・施工範囲ブロック分割機能
・機種対応設定機能
・システム起動切り替え機能

参考表１ 管理ブロックサイズの基準値

作業機械 管理ブロックサイズ

ブルドーザ１） ０.２５ｍ

タイヤローラ ０.５０ｍ

振動ローラ ０.５０ｍ

ロードローラ、

タンピングローラ等の

上記に準ずる機械

0.25ｍまたは0.5ｍサイズより

締固め幅等を考慮して決定

1）：ブルドーザの場合は履帯間の接地しない領域を考慮している。

締固め回数の凡例

：12回

：11回

：10回

：９回

：８回

：７回

：６回

：５回

：４回

：３回

：２回

：１回

：０回

所定の締固め回数
：８回

過転圧となる回数
：12回

準備工における管理・確認（４）

盛土の締固め管理システム ＴＳの場合
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使用するシステムのメーカ、型番、構成機器等を施工計画書に記述する。使用するシ
ステムは管理に必要な諸機能を有していなければならない。

メーカー等のカタログ又は証明書等
検定書あるいは校正証明書により確認

・公称測定精度±(5mm＋5ppm×D)
・最小目盛値 20”以下

現場内の座標既知点で座標の実測確認



締固め管理システムの機器仕様確認

機器の構成

基準局

・GNSS機器（アンテナ受信機）

・データ通信 無線送信機
・電源、データ一時保管ＰＣ

移動局

・GNSS機器（アンテナ受信機）
・車載PC（表示ソフト含み）

・データ通信 無線受信機

管理局

・帳票処理PC(ソフト含み）

・出力用プリンター

準備工における管理・確認（５）

盛土の締固め管理システム ＧＮＳＳの場合
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使用するシステムのメーカ、型番、構成機器等を施工計画書に記述する。使用するシ
ステムは管理に必要な諸機能を有していなければならない。



必要機能

精度の確認

・締固め判定・表示・記録機能
・施工範囲ブロック分割機能
・機種対応設定機能
・システム起動切り替え機能

メーカー等のカタログ又は証明書等
検定書あるいは校正証明書により確認

セット間較差
・水平（ｘ ｙ）±２０mm
・垂直（ｚ） ±３０mm

・現場内の座標既知点で座標の実測確認
・衛星数の観測
・ローカライゼーションの実施

参考表１ 管理ブロックサイズの基準値

作業機械 管理ブロックサイズ

ブルドーザ１） ０.２５ｍ

タイヤローラ ０.５０ｍ

振動ローラ ０.５０ｍ

ロードローラ、

タンピングローラ等の

上記に準ずる機械

0.25ｍまたは0.5ｍサイズより

締固め幅等を考慮して決定

1）：ブルドーザの場合は履帯間の接地しない領域を考慮している。

締固め回数の凡例

：12回

：11回

：10回

：９回

：８回

：７回

：６回

：５回

：４回

：３回

：２回

：１回

：０回

所定の締固め回数
：８回

過転圧となる回数
：12回

準備工における管理・確認（６）

盛土の締固め管理システム ＧＮＳＳの場合
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使用するシステムのメーカ、型番、構成機器等を施工計画書に記述する。使用するシ
ステムは管理に必要な諸機能を有していなければならない。



準備工における管理・確認（７）
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事前確認チェックシート

チェックシート形式で効率化
受注者が確認すべき事項を明確に

機器仕様機器仕様

衛星状況衛星状況

通信環境通信環境

盛土材料適用盛土材料適用

システム機能システム機能

事前確認チェックシート（ＴＳの場合）

平成 年 月 日

工 事 名 ：

受注会社名 ：

作 成 者 ： 印

確認項目 確 認 内 容
確認
結果

適用条件の

確認

・使用する締固め機械が適用機種（ブルドーザ、タイヤローラ、振動ローラ及びそ

れらに準ずる機械）であるか？

・使用する材料が締固め回数管理に適しているか？

計測障害に

関する事前

調査

・無線通信障害の発生の可能性はないか？

→低い位置に高圧線等の架線がないか、基地、空港等が近くにないか

・TSの視準が遮るような障害物等がないか？

精度の確認

・TS測量機器が以下の性能を満足していることを確認できる有効な検定書また

は校正証明書があるか？

距離精度 ±(5mm＋5ppm×D) 角度精度 20"以下

・既知座標（工事基準点）とTSの計測座標が合致しているか？

機能の確認

①締固め判定・表示機能

・ローラまたは履帯が管理ブロック上を通過する毎に、当該管理ブロックが１回締

固められたと判定し、車載モニタに表示されるか？

・管理ブロック毎の累積の締固め回数が、車載モニタに表示されるか？

・施工とほぼ同時に締固め回数分布図を画面表示できるか？

②施工範囲の分割機能

・施工範囲を、所定のサイズの管理ブロックに分割できるか？

③締固め幅設定機能

・締固め幅を、使用する重機のローラまたは履帯幅に応じて任意に設定できるか

？

④オフセット機能

・締固め機械の位置座標取得箇所と実際の締固め位置との関係をオフセットで

きるか？

⑤システムの起動とデータ取得機能

・データの取得・非取得を施工中適宜切り替えることができるか？

・振動ローラの場合は、有振時のみの位置座標を取得するようになっているか？

施工現場周辺の計測障害の有無、ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理システムの
精度・機能について確認した結果を監督職員に提出する。



参考表１ 管理ブロックサイズの基準値

作業機械 管理ブロックサイズ

ブルドーザ１） ０.２５ｍ

タイヤローラ ０.５０ｍ

振動ローラ ０.５０ｍ

ロードローラ、

タンピングローラ等の

上記に準ずる機械

0.25ｍまたは0.5ｍサイズより

締固め幅等を考慮して決定

1）：ブルドーザの場合は履帯間の接地しない領域を考慮している。

（１）施工範囲の設定

（２）管理ブロックサイズの設定

（３）規定の締固め回数の設定

（４）過転圧となる締固め回数の設定

（５）追尾用全周プリズムの
オフセット量の設定（ＴＳの場合）

（６）ＧＮＳＳアンテナのオフ
セット量の設定（ＧＮＳＳの場合）

（７）締固め幅の設定

締固め回数の凡例

：12回 ：11回 ：10回 ：９回 ：８回 ：７回

：６回 ：５回 ：４回 ：３回 ：２回 ：１回

：０回

所定の締固め回数：８回
過転圧となる回数：12回

システムの設定
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締固め機械の位置をもとに締固め回数管理を正しく行うため、
下記の項目について、ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理システムの設定を行う



○ 使用材料の種類毎に試験施工を行い、施工仕様（まき出し厚、締固め回数等）を決定する。
※過転圧が懸念される土質の場合、過転圧が発生する締固め回数を把握し、本施工での締固め
回数の上限値を決定することができる。

○ 試験施工に使用するまき出し機械は、バックホウを用いる

○ 締固め機械は本施工で主に使用する機械を用いることを原則とする。

○ 施工仕様の決定
①締固め回数
所定の仕上り厚（一般に30cm以下）となるよう材料をまき出し、締固めを行う。

締固め回数を変えて乾燥密度を測定し、締固め度を算出する。
②まき出し厚
まき出し厚は、試験施工におけるまき出し厚を測定、決定した締固め回数における表面沈下量

から求められる仕上り厚を測定して決定する。
※試験施工で、決定したまき出し厚と締固め回数で、所定の仕上り厚（30cm以下）が得られること

を確認する。

○ システムの準備内容（２.２～２.７参照）について、事前に実施工と同様の施工内容で、正常に

作動すること確認しておくことが望ましい。

調査項目 測定方法の例

表面沈下量（必須） 丁張からの下がり

締固め度 （必須） 砂置換法・RI計法

試験施工（１）
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盛土施工の施工仕様（まき出し厚や締固め回数）は、使用予定材料の種類毎に事前
に試験施工で決定する。



試験施工（２）

○ ○ ○● ○● ○●

○ ○ ○● ○● ○●

○ ○ ○● ○● ○●

締固め回数０回 ２回 ４回 ６回 ８回

締
固
め
機
械
の
幅
３
台
分

程
度

調査項目
測定時点（締固め

回数）
備考

表面沈下量
（下図の○）

０、２、４、６、８回
丁張からの
下がりで測定

締固め度
（下図の●）

４、６、８回
砂置換法に
よる測定

試験施工の内容の事例（締固め度の測定は砂置換法）

調査項目
測定時点（締固め

回数）
備考

表面沈下量
（下図の○）

０、２、４、６、８回
丁張からの
下がりで測定

締固め度
（下図の○）

０、２、４、６、８回
RI計法に

よる測定

空気間隙率
（下図の○）

０、２、４、６、８回

試験施工の内容の事例（締固め度の測定はRI計法）
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盛土施工の施工仕様（まき出し厚や締固め回数）は、使用予定材料の種類毎に事前
に試験施工で決定する。
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試験施工（３）

試験施工の報告書
試験施工の報告書には、以下の結果を記載

【試験施工概要】
・工事名、試験年月日、試験の目的
・使用した土質の種類
（土取場名、土質名等）
・使用した機械
（まき出し機械、締固め機械）
・試験項目
（締固め度、表面沈下量等）

【試験施工条件】
・試験施工ヤードの寸法
・測定位置

【試験施工結果】
・締固め回数と各試験項目の関係
（表、グラフ等）
・所定の締固め度が得られる締固め回数
・締固め回数の上限値
（過転圧になりやすい土質の場合）
・所定の仕上り厚が得られるまき出し厚
・各種試験結果を示すデータシート等

【システム作動確認結果】
・締固め回数分布図
・走行軌跡図

土質試験及び試験施工の結果を報告書として作成する。資料は、まとめ次第速やか
に監督職員に提出する。



・目視、手触りその他手段で、事前の土質試験・試験施工で確認したものと同じ土質で
あることを確認

・材料の含水比が所定の締固め度が得られる範囲であることを確認する

盛土材料の品質確認

従来従来

・盛土材料の施工含水比の確認

・盛土開始前後、施工中に含水比が
変化しそうな場合（降雨・日射等）

※簡易法の活用（RI法・赤外線水分計法・

電子レンジ法・フライパン法等）

・盛土材料の施工含水比の確認

・降雨後、又は含水比に変化がみ
られたときにも実施
・RI法では日常的に確認

・盛土材料の施工含水比の確認

・降雨後、又は含水比に変化がみ
られたときにも実施
・RI法では日常的に確認

本管理要領（案）

盛土施工における管理・確認（１）

盛土材料のまきだし（従来と同様）

・試験施工で、仕上がり厚に適したまきだし厚を決定
・施工範囲全面で上記まきだし厚以下となるよう作業する

まきだし厚は写真撮影により確認（２００mに1枚の頻度で撮影の実施）
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盛土材料の締固め

盛土施工における管理・確認（２）
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従来

車内モニタ－により
リアルタイムで確認

取得データによる
書類作成の省力化

施工機械の位置情報により
締固め状況を確認して施工

ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理技術



盛土材料の現場密度管理

盛土施工における管理・確認（３）
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従来の品質管理
・代表点の確認管理

測定

測定

測定

ＲＩや砂置換による

代表点管理

原則的に不要となる

管理帳票はシステム
から印刷

計測した数値は野帳に転
記し事務所にて帳票化

従来 ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理技術



盛土材料まき出し厚の記録（従来と同様）

施工データ記録(ログファイル）

まきだし厚は写真管理基準に基づき撮影

・２００mに1枚の頻度で撮影の実施

締固め回数管理で得られるログファイル（締
固め機械の作業中の時刻とその時の位置座
標を記録するもの）を、電子データの形式で
提出する

ログファイル例

盛土材料の品質記録

・使用材料確認 土取り場等

・施工含水比

・盛土締固め記録に記載すれ
ば省略可

施工結果の資料作成・提出
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施工結果の資料作成・提出

0 10 20 30 40 50

：作業日 2010年12月20日

（ ） （ ）施工箇所 自 No.516+40 至 No.517

：工事名 ○○○○工事
：受注者名 ○○○○株式会社

締固め回数

０回

１回

２回

３回

４回

５回

６回以上

オペレータ
天候

層番号
材料番号

締固め機械
開始時刻
終了時刻
走行時間
走行距離
平均速度
起振力

締固め幅

：○○ ○○
：晴

：2
：6

：○○ AT100
： ：8 50
：10:25
：1.25h
：4.92km
：3.94km/h
：200kN

ｍ2.13：

No.517

No.516+40

（ｍ）

施工含水比 ：22％
まき出し厚 ：34cm

管理ﾌﾞﾛｯｸｻｲｽﾞ ：0.5ｍ

規定締固め回数 ：6回

機械重量 ：11ｔ

締固め回数分布図 走行軌跡図

毎回の締固め終了後に計測データを保存、持ち帰り下記の資料を出力する。
（全数・全層分作成）

盛土締固め記録
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監督に関する書類の提出

31

発注者の監督に対して適切に対応するため、準備工や盛土施工での品質管理に関わる資料を整理し、

提出しなければならない。

盛土工の監督（施工状況把握）で必要となり得る資料

種別 資料 要点 備考

工事基準点に関する測

量成果

・成果表

・成果数値データ

・基準点及び工事基準点網図

・測量記録

・工事基準点の設置状況写真

工事基準点の座標、配置、設置状況等

を把握するための左記

資料

精度確認結果・システ

ム確認結果

事前確認

チェックシート

・ＴＳ又はＧＮＳＳの検定書あるい

は校正証明書

・現場の計測障害の有無、使用する

システムの精度・機能の確認結果

土質試験・試験施工結

果

土質試験結果

使用する土質毎の締固め曲線及び所

定の締固め度が得られる含水比の範

囲

試験施工結果
試験により決定した締固め機械種

類、まき出し厚、締固め回数

盛土施工結果

①盛土材料の品質の記録
土質（搬出した土取場）、含水比の

チェック
②に記載する

②締固め回数分布図と走行軌跡図 締固め回数、走行軌跡のチェック

③ログファイル
②に疑義がある場合にチェックする

データ

電子データ形式で

提出

④現場密度試験結果 締固め度のチェック
現 場 密 度 試 験 を

行った場合のみ

青字は特有の内容



検査に関する書類の提出

32

発注者の検査に対して適切に対応するため、準備工や盛土施工での品質管理に関わる資

料や必要な機材を準備し、検査に臨まねばならない。

盛土工の品質に関する検査で必要となり得る資料・機材

種別 資料または機材 要点 備考

品質管理資料

表4.2に示す全ての資
料
（※要領（案）P.34表4.2を指す。

なお、本説明資料P.22に掲載）

品質管理基準の試験項
目、試験頻度並びに規
格値を満足しているか
否かを示す資料

品質管理及び出来形
管理写真

締固め状況の写真
適切な重機・適切な方
法で施工していること
を示す写真

まき出し厚の確認写真
施工延長２００ｍに1
箇所



ＴＳを用いた出来形管理要領(土工編)

33



はじめに

34

「ＴＳを用いた出来形管理技術」とは、ＴＳで取得した３次元の位置情報を、出来形値
（基準高、長さ、幅）等に抽出・変換するとともに、設計データとの差分を算出・提供
する技術である。

計測と同時に設計値との
差を表示

（技術者判断の早期化）

計測値の電子データ
を用いることで、必要
な帳票を自動作成
（作業の効率化、
人為ミスの防止）

ＴＳが計測位置へ誘導
（計測効率の向上）



本要領(案)の位置づけ

開発者
（機器メーカ、
ソフトベンダー）

施工管理データ交換標準（案）施工管理データ交換標準（案）

施工管理データ作成・帳票作成ソフトウェ
ア機能確認ガイドライン（案）

施工管理データ作成・帳票作成ソフトウェ
ア機能確認ガイドライン（案）

出来形管理用TSの機能要求仕様書（案）出来形管理用TSの機能要求仕様書（案）

施工管理データ作成・帳票作成ソフトウェア
の機能要求仕様書（案）

施工管理データ作成・帳票作成ソフトウェア
の機能要求仕様書（案）

出来形管理用TSソフトウェア機能確認

ガイドライン（案）

出来形管理用TSソフトウェア機能確認

ガイドライン（案）

受注者
（施工会社）

監督・検査職員

使用者

TS出来形管理とは？

管理項目・基準は？
提出書類は？

書類の確認項目は？
検査項目・頻度は？
立ち会い方法は？

ソフトの要求仕様は？
データ交換標準は？
機能の確認方法は？

基準類

ＴＳを用いた出来形管理の
監督・検査要領（案）（河川土工、道
路土工、舗装工事編）

ＴＳを用いた出来形管理の
監督・検査要領（案）（河川土工、道
路土工、舗装工事編）

ＴＳを用いた出来形管理要領（案）

（土工編、舗装工事編）

ＴＳを用いた出来形管理要領（案）

（土工編、舗装工事編）
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資料２－３



本要領(案)策定の目的と範囲

36

①施工計画書への記載内容

（出来形管理用ＴＳ、ソフトウェア）

②基本設計データの作成・確認方法

③ ＴＳによる出来形計測方法

④出来形管理基準および規格値

⑤出来形管理写真基準

⑥電子成果品の納品方法

施
工
計
画

引
渡
し

工
事
受
注

完
成
検
査
準
備

施

工

準備工
･工事測量・丁張り設置

準備工
･出来形管理用ＴＳの準備
･工事基準点の設置
･基本設計データの作成

出
来
形
計
測

完
成
検
査

本要領の適用の範囲

主な記述内容

TSによる出来形管理が、効率的かつ正
確に実施されるために以下の事項
について、明確化する

①出来形管理用TSの基本的な取扱い
方法や計測方法

②各工種における出来形管理の方法と
具体的手順、出来形管理基準及び
規格値

目的



注：本要領の対象は以下の通りですが、本要領の他に「ＴＳを用いた出来形管理要領（案）
（舗装工事編）」があり、舗装工事におけるＴＳを用いた出来形管理の方法を定めています。

適用の範囲

本要領が適用できるのは、以下の工種とする。

編 章 節 工種

共通編 土工

道路土工

掘削工

路体盛土工
路床盛土工

河川・海岸・
砂防土工

掘削工

盛土工

※上記は土木工事施工管理基準における分類
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施工計画書（１）

• 本要領で付加される内容• 従来の施工管理計画

出来形管理

品質管理

写真管理
各項目に関する
基準、方法、処置等

○ ＴＳ適用工種確認

○ 使用機器確認

○ ＴＳによる実施内容確認

ＴＳ出来形を実施する場合には、施工計画書に必要な事項を記載しなければならな
い。

・要領適用工種
・測定項目の確認

・ＴＳ出来形計測箇所
・管理基準及び規格値
・写真管理基準

・機器構成
・ＴＳ本体精度・証明書
・ソフトウェア
（機能要求仕様書対応）

38



施工計画書（２）

①機器構成
②出来形管理用ＴＳ本体

計測性能が国土地理院認定3級と同等以

上で、適切な精度管理が行われていることを
示す書類を添付する。

③ソフトウェア
出来形管理用TSソフトウェアは、「出来形

管理用トータルステーション機能要求仕様書
（案）」、 基本設計データ作成ソフトウェア
及び出来形帳票作成ソフトウェアについては、
「ＴＳによる出来形管理に用いる施工管理
データ作成・帳票作成ソフトウェアの機能要
求仕様書（案）」に規定する性能を有するソフ
トウェアであることを示す書類を添付する。

★TSを用いた出来形管理★

現場作業の効率化！

帳票作成の自動化

国道交通省「施工管理データを搭載した
トータルステーションによる出来形管理要
領（案）平成20年3月」に対応しています。

出来形管理用ＴＳソフトウェア株式会社

国土地理院認定
３級

測距精度：±(5+5ppm×D) mm ※1

最小読定値：20”以下
※1：Dは計測距離（m）,ppmは10-6

TS
計測性能

「メーカーカタログ」または「機器仕様書」

TS
精度管理

検定機関が発行する有効な「検定証明書」または
測量機器メーカ等が発行する有効な「校正証明書」

ソフト
ウェア

「メーカーカタログ」または「ソフトウェア仕様書」

ソフトのカタログ（例） TSの校正証明書（例）

添付する書類

計測精度

水平角度 10”

鉛直角度 10”

距離精度 ±（５＋５ｐｐｍ・Ｄ）

規格 国土地理院 ３級

備考

カタログの計測精度の確認箇所（例）

39

使用機器・ソフトウェア

国土交通省「ＴＳを用いた出来形
管理要領（案）（土工編）平成23年
12月」に対応しています。



監督・検査

40

１）施工計画書の受理・記載事項の
確認

２）基準点の指示
３）工事基準点設置状況の把握
４）基本設計データチェックシートの

確認
５）出来形管理状況の把握

※詳細は、「ＴＳを用いた出来形管理
の監督・検査要領（案）」を参照のこと。

※赤字は、従来と異なる箇所。

１）出来形計測に係わる書面検査
・出来形管理用ＴＳに係わる
施工計画書の記載内容

・出来形管理用ＴＳに係わる
工事基準点の測量結果等

・基本設計データチェックシートの確認
・出来形管理用ＴＳに関わる
「出来形管理図表」の確認

・品質管理及び出来形管理写真の
確認

・電子成果品の確認
２）出来形計測に係わる実地検査
・検査職員が指定する管理断面の
出来形検査

※詳細は、「ＴＳを用いた出来形管理の監
督・検査要領（案）」を参照のこと。

ＴＳ出来形管理を実施した場合の監督・検査方法は、従来と異なり、
「ＴＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（案）」に従って実施される。

監督職員の実施項目 検査職員の実施項目



電子成果品

電子成果品として、出来形帳票の出力時に使用した「施工管理データ(XML)」を
「OTHRS」フォルダに格納する。

また、「その他管理ファイル」に必要事項を記入する。

施工管理データ
（XMLファイル）

ORGxxx

OTHRS

フォルダ構成

その他管理ファイル
（OTHRS.XML）

分類・項目名 記入内容 データ表現 文字数 記入者 必要度

サ
ブ
フ
ォ
ル
ダ
情
報
※

その他サブフォルダ名
作成したその他サブフォルダ名(ORG001～nnn)を
記入する。

半角英数大
文字

6固定 □ ◎

その他サブフォルダ日
本語名

「TS出来形管理」と記入する。
全 角 文 字
半角英数字

127 □ ◎

そ
の
他
資
料
情
報
※

資料名 「TS出来形管理資料」と記入する。
全 角 文 字
半角英数字

127 □ ◎

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報
※

シリアル番号

シリアル番号は1より開始する。電子媒体を通し
て、一連のまとまった資料についてユニークであ
れば、中抜けしても良い。2番目を、“00002”の様
に0を付けて表現してはいけない。

半角数字 5 □ ◎

オ リ ジ ナ ル
ファイル名

オリジナルファイル名を拡張子を含めて記入する。
半角英数大
文字

12 □ ◎

オ リ ジ ナ ル
ファイル日本
語名

「TS施工管理データｍｍ」と記入する。
ｍｍ：英数字2文字

全 角 文 字
半角英数字

127 □ ◎

オ リ ジ ナ ル
ファイル作成
ソ フ ト バ ー
ジョン情報

格納したオリジナルファイルの作成ソフトウェア
名とバージョン情報を記入する。

全 角 文 字
半角英数字

127 □ ◎

オ リ ジ ナ ル
ファイル内容

オリジナルファイルの内容、もしくはオリジナル
ファイルに示されていることを記入する。

全 角 文 字
半角英数字

127 □ ◎

そ
の
他

受注者説明文 受注者側で特記すべき事項がある場合は記入する。
全 角 文 字
半角英数字

127 □ △

発注者説明文
発注者側で特記すべき事項がある場合(発注者か
ら指示を受けた場合)は記入する。

全 角 文 字
半角英数字

127 □ △

予備
「TSを用いた出来形管理要領(案)(土工編)平成23
年12月」と記入

全 角 文 字
半角英数字

127 □ ◎

ソフトメーカ用TAG
ソフトウェアメーカが管理のために使用する。
（複数記入可）

全 角 文 字
半角英数字

127 ▲ △

その他管理ファイルに記入する内容
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工事基準点の設置

42

監督職員に指示を受けた基準点を使用して、工事基準点を設置する。
工事基準点は、国土交通省公共測量作業規程に基づいて設置し、測量成果、設置状況と配
置箇所を監督職員に提出して使用する。
※従来と同様です。

ＴＳを用いた出来形管理では、精度確保の為に、ＴＳ設置位置からの計測距離を、
・３級ＴＳを用いた場合は１００ｍ以内
・２級ＴＳを用いた場合は１５０ｍ以内

の制限をかけている為、出来形計測が効率的に実施できるように、あらかじめ利用可
能な工事基準点を複数設置しておくことが有効です。

工事基準点設置時の留意点



基本設計データの作成

43

基本設計データ作成ソフトウェアを用いて、設計図書を基に基本設計データを作成する。

座標点リスト
線形計算書 平面図 横断図縦断図

始点から

終点まで

地形との
接点まで

基本設計データ作成ソフトウェアで入力

平面データ

使用する工事基準点はすべて入力 管理断面と断面変化点で作成

断面データ ３次元ビュー（例）

準備する資料

作成する基本設計データ



基本設計データの確認（１）

項目 対象 内容
チェック

結果

1)基準点及び

工事基準点
全点

・監督職員の指示した基準点を使用しているか？

・工事基準点の名称は正しいか？

・座標は正しいか？

2)平面線形 全延長

・起終点の座標は正しいか？

・変化点（線形主要点）の座標は正しいか？

・曲線要素の種別・数値は正しいか？

・各測点の座標は正しいか？

3)縦断線形 全延長

・線形起終点の測点、標高は正しいか？

・縦断変化点の測点、標高は正しいか？

・曲線要素は正しいか？

4)出来形

横断面形状
全延長

・作成した出来形横断面形状の測点、数は適切か？

・基準高、幅、法長は正しいか？

・出来形計測対象点の記号が正しく付与できているか？

平成 年 月 日

工 事 名：
受注会社名：
作 成 者： 印

基本設計データチェックシート

44

基本設計データ作成後に、データの確認を行い、
「基本設計データチェックシート」を監督職員に提出する。

（様式－１）

※１ 各チェック項目について、チェック結果欄に“○”と記すこと。

※２ 受注者が監督職員に様式－１を提出した後、監督職員から様式－１を確認するための資料
の請求があった場合は、受注者は以下の資料等を速やかに提出するものとする。

・工事基準点リスト（チェック入り）
・線形計算書（チェック入り）
・平面図（チェック入り）
・縦断図（チェック入り）
・横断図（チェック入り）

※ 添付資料については、上記以外にわかりやすいものがある場合は、これに替えることができる。

工事基準点は、事前に監督職員に提出し
ている工事基準点の測量結果と対比し、
確認する。

平面図及び線形計算書と対比し、確認す
る。

縦断図と対比し、確認する。

・ソフトウェア画面と対比し、設計図書の管理項
目の箇所と寸法にチェックを記入する
・基本設計データから横断図を作成し、設計図書
と重ね合わせて確認する

基本設計データと設計図書の照合に用い
た資料は整備・保管し、監督職員から資料
請求があった場合には、速やかに提出す
るものとする。

留意点



基本設計データの確認（２）

基準点の確認（例） 横断図の確認（例）

データ重ね合わせによる横断図の確認（例）
45

入力したデータと設計図面
の数値をチェック

作成したデータと図面の形状
を重ねてチェック

作成したデータと設計図面
の数値をチェック

根拠資料の例



・出来形管理用ＴＳが水平に設置されていること。
・出来形計測点を効率的に取得できる位置に出来形管理用ＴＳを設置すること。
・計測中に器械が動かないように確実に設置すること。
・工事基準点は、基本設計データに登録されている点を用いること。
・器械高及びプリズム高の入力ミスなどの単純な誤りをおこすことが多いので注意すること。
・プリズムは傾きがないように正しく設置すること。
・出来形管理用ＴＳと工事基準点の距離が近いと、方位の算出誤差が大きくなるので
注意すること。

出来形管理用ＴＳの設置

基本設計データを出来形管理用ＴＳに搭載する。
出来形管理用ＴＳは、工事基準点上に設置する。

46

出来形管理用ＴＳ設置時の留意点

プリズム高

ミラー高さ 0.50(m)0.50(m)プリズム高さ プリズムの高さを変更し
た時に、ＴＳの設定を変
更し忘れることが多いの

で注意。



工事基準点１

工事基準点２

L1

L2

θ

後方交会法

出来形管理用ＴＳは、工事基準点上への設置によりがたい場合は、
後方交会法により任意の未知点に設置してもよい。

計測精度を確保する為、ＴＳ設置位置と参照する２つの基準点との
「距離」および「間の角度」は、以下の関係でなければならない。

（条件を満足しない場合、ＴＳがエラーを返します）

３級TSの場合 ： L1≦100m、 L2≦100m、 30゜≦θ≦150゜
２級TSの場合 ： L1≦150m、 L2≦150m、 30゜≦θ≦150゜

（工事基準点との距離が近すぎると方位の精度が落ちるので注意すること） 47

後方交会法で設置する場合の注意点



出来形計測

出来形計測にあたっては、ＴＳから出来形計測点までの斜距離に以下の制限がある。
３級ＴＳ ： １００ｍ以内、 ２級ＴＳ ： １５０ｍ以内

（この範囲を超えた場合、ソフトウェアがエラーを返し、出来形計測値として登録できません）

出来形計測の手順

既知点Ａ
ＸＹＺ

既知点Ｂ
ＸＹＺ

計測点
ＸＹZ

既知点Ａ
ＸＹＺ

既知点Ｂ
ＸＹＺ

計測点
ＸＹZ

１）管理断面名と出来形計測点番号の指定
２）ターゲットの視準
３）出来形計測点の計測
４）出来形計測データの記録

器械点
ＸＹＺ

２）

２）

出来形管理用ＴＳの画面

３）４）

１）

計測順序例

１）管理断面の測点名と出来形計測対象点（法肩、法尻等）を指定する。
２）出来形計測箇所にプリズムを設置し（出来形管理用ＴＳで誘導可能）、ＴＳでプリズムを

視準する。
３）出来形計測点を計測する（設計値との差が即座に表示される）
４）出来形計測データの記録 48



出来形管理資料の作成

様式－３１

工 種

種 別 測定者 印

測定項目 測定項目 測定項目

規 格 値 規 格 値 規 格 値

測点又は区別

設計値
m

実測値
m

差
mm 測点又は区別

設計値
m

実測値
m

差
mm 測点又は区別

設計値
m

実測値
m

差
mm

No.1 100.000 100.002 2 No.11 100.000 100.011 11
平 均 値 100.000 100.001 1 No.2 100.000 100.005 5 No.12 100.000 100.008 8
最 大 値 100.000 100.022 22 No.3 100.000 100.012 12 No.13 100.000 99.975 -25
最 小 値 100.000 99.975 -25 No.4 100.000 100.021 21 No.14 100.000 99.987 -13
最 多 値 100.000 100.005 5 No.5 100.000 99.994 -6
データ数 n=14 No.6 100.000 100.001 1
標準偏差 m±13.47 No.7 100.000 99.980 -20

No.8 100.000 99.995 -5
No.9 100.000 100.005 5
No.10 100.000 100.022 22

出 来 形 管 理 図 表

盛土工

山田 太郎

略 図

±50 mm ±50 mm ±50 mm

基準高H1 基準高H1 基準高H1

測

点

設
計
値
と
の
差

10

N
o

.1

N
o

.2

N
o

.3

N
o

.4

N
o

.5

N
o

.6

N
o

.7

N
o

.8

N
o

.9

N
o

.1
0

N
o

.1
1

N
o

.1
2

N
o

.1
3

N
o

.1
4

H1 H2 H3

W1

S1 S2

50

30

-10

-30

-50

50% 80%

規格値

規格値

設計値

出来形計測後の施工管理データを、出来形帳票作成ソフトウェアに取り込むことで、必要な
帳票がほぼ自動で作成されます。

49

<?xml version="1.0" ?>
- <LandXML
xmlns="http://www.landxml.org/schema/La
ndXML-1.0" <Project name="HIMEJI-B-
LUMP" />
- <Units>

<Metric linearUnit="meter"
areaUnit="squareMeter"
volumeUnit="cubicMeter"
temperatureUnit="celsius"
pressureUnit="mmHG" />

</Units>
- <CgPoints>

<CgPoint name="10000" desc="2">-
125176.3750 26217.1202 82.3630</CgPoint>

<CgPoint name="10001" desc="3">-
125172.6781 26223.2666 89.5290</CgPoint>

<CgPoint name="10002" desc="2">-
125176.3892 26217.1250 82.3670</CgPoint>

施工管理データ
（XMLファイル）



出来形計測箇所

出来形計測箇所

出来形計測箇所は、下図に示す通りとする。
計測する横断面は、基本設計データに記述されている管理断面とし、

各横断面のすべての出来形計測対象点について３次元座標値を取得すること。

出来形計測箇所

50

ＴＳは、1度に3次元座標を計測できることから、幅や長さ等、2点間の距離については、

ソフトウェアが自動で算出します。
また、正しい位置を計測する必要があることから、基本設計データで決めた管理断面に対
して、直角方向（延長方向）に±１０ｃｍ以上離れた場合は、出来形値として採用できません。
（ソフトウェアがエラーを返し、出来形計測値として記録できません。）

道路土工 河川土工

留意点

道路中心線

法肩

法尻

管理断面

計測箇所

管理断面

10cm以内

計測箇所

○部を拡大



出来形管理基準及び規格値

工種 測定項目 規格値(㎜) 測定基準（従来） 測定基準（ＴＳ） 測定箇所

掘削工

基準高 ▽ ±50 施工延長40ｍ（測点間隔25
ｍの場合は50ｍ）につき１
箇所、延長40ｍ（又は50ｍ）
以下のものは１施工箇所に
つき２箇所。
基準高は掘削部の両端で
測定。

設計図書の測点毎。

基準高は掘削部の両端で
測定。

法
長

ℓ＜5m -200

ℓ≧5m 法長-4％

幅 W -100

盛土工

基準高 ▽ ±50 施工延長40ｍ（測点間隔25
ｍの場合は50ｍ）につき１
箇所、延長40ｍ（又は50ｍ）
以下のものは１施工箇所に
つき２箇所。
基準高は各法肩で測定。

設計図書の測点毎。

基準高は各法肩で測定。

法
長

ℓ＜5m -100

ℓ≧5m 法長-2％

幅 W1、W2 -100 51

測定基準は、設計図書の測点毎とする（その他は従前と同様）。
（ＴＳを用いた出来形管理の場合、各測点で計測したデータを用いれば、自動的に帳票を作
成することができることから、作業量を増加させずに、より的確な出来形管理を行う）

工種 測定項目 規格値(㎜) 測定基準（従来） 測定基準（ＴＳ） 測定箇所

掘削工

基準高 ▽ ±50 施工延長40ｍにつき１箇所、
延長40ｍ以下のものは１施
工箇所につき２箇所。
基準高は、道路中心線及び
端部で測定。

設計図書の測点毎。

基準高は、道路中心線及び
端部で測定。

法
長

ℓ＜5m -200

ℓ≧5m 法長-4％

幅 W -100

路体盛土工
路床盛土工

基準高 ▽ ±50 施工延長40ｍにつき１箇所、
延長40ｍ以下のものは１施
工箇所につき２箇所。
基準高は、道路中心線及び
端部で測定。

設計図書の測点毎。

基準高は、道路中心線及び
端部で測定。

法
長

ℓ＜5m -100

ℓ≧5m 法長-2％

幅 W1、W2 -100

河川土工

道路土工

ℓℓ

W1

W2

ℓ
ℓ

ℓ

W1

W2

ℓ
ℓ

ℓ



出来形管理写真基準

工種
写真管理項目

撮影項目
撮影頻度
[時期]

提出頻度

掘削工

土質等の
判別

地質が変わる毎に１回[掘削中]
代表箇所
各１枚

法長
１工事に１回
[掘削後]

[道路]
路体盛土工
路床盛土工

[河川]
盛土工

巻出し厚 ２００ｍに１回[巻出し時]

代表箇所
各１枚

締固め
状況

転圧機械又は地質が変わる毎に１回
[締固め時]

法長
幅

１工事に１回
[施工後]

工種
写真管理項目

撮影項目
撮影頻度
[時期]

提出頻度

掘削工

土質等の
判別

地質が変わる毎に１回
[掘削中] 代表箇所

各１枚
法長

２００ｍ又は１施工箇所に１回
[掘削後]

[道路]
路体盛土工
路床盛土工

[河川]
盛土工

巻出し厚
200ｍに１回
[巻出し時]

代表箇所
各１枚

締固め
状況

転圧機械又は地質が変わる毎に１回
[締固め時]

法長
幅

２００ｍ又は１施工箇所に１回
[施工後]

出来形管理写真（例）

ＴＳを用いた出来形管理

ＴＳ出来形管理を実施する場合、従来と比較して、以下の点が異なります。
①撮影頻度の軽減
②黒板への記載項目の軽減

黒板への記載項目

52

従来手法

黒板

ＴＳ

プリズム



ＴＳを用いた出来形管理要領
(舗装工事編)

53



はじめに

54

「ＴＳを用いた出来形管理技術」とは、ＴＳで取得した３次元の位置情報を、出来形値
（基準高、長さ、幅）等に抽出・変換するとともに、設計データとの差分を算出・提供
する技術である。

計測と同時に設計値との
差を表示

（技術者判断の早期化）

計測値の電子データ
を用いることで、必要
な帳票を自動作成
（作業の効率化、
人為ミスの防止）

ＴＳが計測位置へ誘導
（計測効率の向上）



TSを用いた出来形管理（舗装への適用）の概要

55
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本要領(案)の位置づけ

開発者
（機器メーカ、
ソフトベンダー）

施工管理データ交換標準（案）施工管理データ交換標準（案）

施工管理データ作成・帳票作成ソフトウェ
ア機能確認ガイドライン（案）

施工管理データ作成・帳票作成ソフトウェ
ア機能確認ガイドライン（案）

出来形管理用TSの機能要求仕様書（案）出来形管理用TSの機能要求仕様書（案）

施工管理データ作成・帳票作成ソフトウェア
の機能要求仕様書（案）

施工管理データ作成・帳票作成ソフトウェア
の機能要求仕様書（案）

出来形管理用TSソフトウェア機能確認

ガイドライン（案）

出来形管理用TSソフトウェア機能確認

ガイドライン（案）

受注者
（施工会社）

監督・検査職員

使用者

TS出来形管理とは？

管理項目・基準は？
提出書類は？

書類の確認項目は？
検査項目・頻度は？
立ち会い方法は？

ソフトの要求仕様は？
データ交換標準は？
機能の確認方法は？

基準類

ＴＳを用いた出来形管理の
監督・検査要領（案）（河川土工編、
道路土工編、舗装工事編）

ＴＳを用いた出来形管理の
監督・検査要領（案）（河川土工編、
道路土工編、舗装工事編）

ＴＳを用いた出来形管理要領（案）

（土工編、舗装工事編）

ＴＳを用いた出来形管理要領（案）

（土工編、舗装工事編）
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本要領(案)策定の目的と範囲

新設舗装工事及び舗装修繕工事において、TSによる出来形管理が、効率的かつ
正確に実施されるために以下の事項について、明確化する

①適用範囲、TSの基本的な取扱い方法と測定方法

②出来形管理の実施方法、出来形管理基準及び規格値

目的

本要領の適用の範囲

57



TS適用工種（新設舗装工）

工種別のＴＳによる出来形管理項目（土木工事施工管理基準及び規格値）

凡例 －：管理項目無し，○出来形管理用TSで管理可能，×出来形管理用TSで管理不可
※１：幅員は、ＴＳで計測した舗装左右端点の座標から計算される２点間の水平距離とする。
※２：「土木工事施工管理基準及び規格値」に、厚さの計測方法が、”コアーによる”または”掘起しによる”と指定されている
工種については、ＴＳの適用範囲外とする。

工 種
出来形管理項目

延長 基準高 深さ 幅(※１) 厚さ(※２)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工
半たわみ性舗装工
排水性舗装工
ｸﾞｰｽｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工
薄層ｶﾗｰ舗装工
ﾌﾞﾛｯｸ舗装工

－

○
（下層
路盤
のみ）

－ ○
×

(ｺｱｰ・掘起し
による)

透水性舗装工（路盤工）
－ ○ － ○ ×

(掘起しによる)

透水性舗装工（表層工）
－ － － ○ ×

(ｺｱｰによる)

歩道舗装路盤工
取合舗装路盤工
路肩舗装路盤工

－ ○ － ○
×

(掘起しによる)

歩道舗装工
取合舗装工
路肩舗装工
表層工

－ － － ○
×

(ｺｱｰによる)
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TS適用工種（維持修繕工）

工種別のＴＳによる出来形管理項目（土木工事施工管理基準及び規格値）

工 種
出来形管理項目

延長 基準高 深さ 幅(※1) 厚さ(※2)

路面切削工 － ○（※3） － ○ －（※3）

舗装打換え工（路盤工） ○ － － ○
×

(該当工種に準ずる)

舗装打換え工（舗設工） ○ － － ○
×

(該当工種に準ずる)

ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工

切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工
○ － － ○ ○

路上再生工 ○ － － ○ ×
(掘起しによる)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装補修工

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装補修工
－

○

（下層路盤

のみ）

－ ○
×

(ｺｱｰ・掘起しによる)

凡例 －：管理項目無し，○出来形管理用TSで管理可能，×出来形管理用TSで管理不可
※１：幅員は、ＴＳで計測した舗装左右端点の座標から計算される２点間の水平距離とする。
※２：「土木工事施工管理基準及び規格値」に、厚さの計測方法が、”コアーによる”または”掘起しによる”と指定されている
工種については、ＴＳの適用範囲外とする。
※３：厚さの代わりに基準高を管理する。
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TS適用工種（道路付属物工）

工種別のＴＳによる出来形管理項目（土木工事施工管理基準及び規格値）

凡例 －：管理項目無し，○出来形管理用TSで管理可能，×出来形管理用TSで管理不可
※ 本表に示す出来形管理項目以外にも、排水構造物の横断方向の傾きや、縦断勾配の均一性等の管理は現行どおり
水糸・水準器等により行うこととする。本要領を適用した場合でもこれらの管理を省略してはならない。
※１：幅員は、ＴＳで計測した舗装左右端点の座標から計算される２点間の水平距離とする。

工 種
出来形管理項目

延長 基準高 深さ 幅(※1) 厚さ

縁石工
道路付属物工

○ － － － －

側溝工
排水構造物工
排水工

○ ○ － － －

暗渠工
管渠工
地下排水工

○ ○ ○ ○ ―

排水性舗装用路肩排水工 ○ ○ － － －
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施工計画書（１）

• 本要領で付加される内容• 従来の施工管理計画

出来形管理

品質管理

写真管理
各項目に関する
基準、方法、処置等

○ ＴＳ適用工種確認

○ 使用機器確認

○ ＴＳによる実施内容確認

ＴＳ出来形を実施する場合には、施工計画書に必要な事項を記載しなければならな
い。

・要領適用工種
・測定項目の確認

・ＴＳ出来形計測箇所
・管理基準及び規格値
・写真管理基準

・機器構成
・ＴＳ本体精度・証明書
・ソフトウェア
（機能要求仕様書対応）
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施工計画書（２）

①機器構成
②出来形管理用ＴＳ本体

計測精度が国土地理院認定3級と同等以

上で、適切な精度管理が行われていること

③ソフトウェア
出来形管理用TSソフトウェアは、「出来形

管理用トータルステーション機能要求仕様書
（案）（舗装工地編）」、
基本設計データ作成ソフトウェア及び出来

形帳票作成ソフトウェアについては、「ＴＳに
よる出来形管理に用いる施工管理データ作
成・帳票作成ソフトウェアの機能要求仕様書
（案）（舗装工地編）」

★TSを用いた出来形管理★

現場作業の効率化！

帳票作成の自動化

国道交通省「施工管理データを搭載した
トータルステーションによる出来形管理要
領（案）平成20年3月」に対応しています。

出来形管理用ＴＳソフトウェア株式会社

国土地理院認定
３級

公称測定精度：±(5+5ppm×D)mm ※1

最小目盛値：20”以下
※1：Dは計測距離（m）,ppmは10-6

TS公称
測定精度

「メーカーカタログ」または「機器仕様書」

TS
精度管理

検定機関が発行する有効な「検定証明書」または
測量機器メーカ等が発行する有効な「校正証明書」

ソフト
ウェア

「メーカーカタログ」または「ソフトウェア仕様書」

ソフトのカタログ（例） TSの校正証明書（例）

添付する書類

計測精度

水平角度 10”

鉛直角度 10”

距離精度 ±（５＋５ｐｐｍ・Ｄ）

規格 国土地理院 ３級

備考

カタログの計測精度の確認箇所（例）
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使用機器・ソフトウェア

国土交通省「ＴＳを用いた出来形
管理要領（案）（土工編）平成23年
12月」に対応しています。

（注）厚さを管理する場合は最小メモリ値は5”以下



監督・検査
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１）施工計画書の受理・記載事項の
確認

２）基準点の指示
３）工事基準点設置状況の把握
４）基本設計データチェックシートの

確認
５）出来形管理状況の把握

※詳細は、「ＴＳを用いた出来形管理
の監督・検査要領（案）」を参照のこと。

１）出来形計測に係わる書面検査
・出来形管理用ＴＳに係わる
施工計画書の記載内容

・出来形管理用ＴＳに係わる
工事基準点の測量結果等

・基本設計データチェックシートの確認
・出来形管理用ＴＳに関わる
「出来形管理図表」の確認

・品質管理及び出来形管理写真の
確認

・電子成果品の確認
２）出来形計測に係わる実地検査
・検査職員が指定する管理断面の
出来形検査

※詳細は、「ＴＳを用いた出来形管理の監
督・検査要領（案）」を参照のこと。

ＴＳ出来形管理を実施した場合の監督・検査方法は、従来と異なり、
「ＴＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（案）」に従って実施される。

監督職員の実施項目 検査職員の実施項目

※赤字は、従来と異なる箇所。



工事基準点の設置確認

計測精度確保のための工事基準点設置

64

１．工事基準点の設置
出来形管理に利用する工事基準点設置については監督職員より指示を受けた

基準点を使用して設置

２．出来形管理用ＴＳを用いるための配慮事項
下記の条件を満足できる位置に設置する。

① 出来形管理用ＴＳから工事基準点までの距離を１００ｍ以内（２級TSを使用する場合は１

５０ｍ以内）とする。
② 上記①の範囲に、平面座標(X,Y座標)がわかる工事基準点が２点以上、かつ高さ（Ｚ座

標）がわかる工事基準点が１点以上必要。
③ ＴＳと工事基準点間の視通を確保する。
④ 工事基準点及びＴＳの設置位置は施工の作業性を損なわない箇所とする。
⑤ 工事基準点の設置位置は、ＴＳによる器械設置時にプリズムを設置する際に通行車両
に対する計測員の安全性が確保できる箇所とする。特に、中央分離帯に工事基準点を設置
する場合、工事基準点と車両通行レーンとの間に十分な離隔が保てるようにすること。



基本設計データチェックシート

ＴＳを用いた出来形管理の適用上 確認が必要な項目

チェックシート形式で効率化受注者が確認すべき事項を明確に示す

平面線形

縦断線形

基準点及び
工事基準点

出来形
横断面形状
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○ 出来形管理ＴＳを用いて工事測量を行い
（平面測量、縦断測量、横断測量）
舗設計画図面作成に使用することができる。

○ 工事測量時に実施する下記の作業にも
出来形管理用ＴＳを使用することができる。

・工事に使用する補助基準点の設置
・工事に使用するベンチマークの設置
・管理断面位置（管理断面の左右端点）の
位置出し・マーキング

工事測量

出来形管理用ＴＳによる工事測量への活用

管
理
断
面
位
置
の
マ
ー
キ
ン
グ

工
事
測
量

平面図から座標が
読み取れない場合

KP標等をもとに管理断
面の位置（断面の左右
端部等）を現地にマーキ
ング（メジャ等使用）

管理断面の左右端部とセンターの
TS測定※

基本設計データをTSに搭載

CAD図上で管理断面左右端
部の座標（x,y）を読み取り基
本設計データに入力

管理断面の縦横断測量
（自動計測）

基
本
設
計
デ
ー
タ
の
作
成
・
搭
載

平面図から座標が
読み取れる場合

基準点座標を基本設
計データに入力

TSで管理断面左右
端部を現地に位置だ
し・マーキング

工事測量の準備と工事測量の手順
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基本設計データの確認（１）

項目 対象 内容
チェック

結果

1)基準点及び

工事基準点
全点

・監督職員の指示した基準点を使用しているか？

・工事基準点の名称は正しいか？

・座標は正しいか？

2)平面線形 全延長

・起終点の座標は正しいか？

・変化点（線形主要点）の座標は正しいか？

・曲線要素の種別・数値は正しいか？

・各測点の座標は正しいか？

3)縦断線形 全延長

・線形起終点の測点、標高は正しいか？

・縦断変化点の測点、標高は正しいか？

・曲線要素は正しいか？

4)出来形

横断面形状
全延長

・作成した出来形横断面形状の測点、数は適切か？

・基準高、幅、法長は正しいか？

・出来形計測対象点の記号が正しく付与できているか？

平成 年 月 日

工 事 名：
受注会社名：
作 成 者： 印

基本設計データチェックシート
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基本設計データ作成後に、データの確認を行い、
「基本設計データチェックシート」を監督職員に提出する。

（様式－１）

※１ 各チェック項目について、チェック結果欄に“○”と記すこと。

※２ 受注者が監督職員に様式－１を提出した後、監督職員から様式－１を確認するための資料
の請求があった場合は、受注者は以下の資料等を速やかに提出するものとする。

・工事基準点リスト（チェック入り）
・線形計算書（チェック入り）
・平面図（チェック入り）
・縦断図（チェック入り）
・横断図（チェック入り）
・構造図（チェック入り）：縁石工・排水構造物工のみ

※ 添付資料については、上記以外にわかりやすいものがある場合は、これに替えることができる。

工事基準点は、事前に監督職員に提出し
ている工事基準点の測量結果と対比し、
確認する。

平面図及び線形計算書と対比し、確認す
る。

縦断図と対比し、確認する。

・ソフトウェア画面と対比し、設計図書の管理項
目の箇所と寸法にチェックを記入する
・基本設計データから横断図を作成し、設計図書
と重ね合わせて確認する

基本設計データと設計図書の照合に用い
た資料は整備・保管し、監督職員から資料
請求があった場合には、速やかに提出す
るものとする。

留意点



基本設計データの確認（２）

基準点の確認（例） 横断図の確認（例）
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入力したデータと設計図面
の数値をチェック

作成したデータと設計図面
の数値をチェック

根拠資料の例



・出来形管理用ＴＳが水平に設置されていること。
・出来形計測点を効率的に取得できる位置に出来形管理用ＴＳを設置すること。
・計測中に器械が動かないように確実に設置すること。
・工事基準点は、基本設計データに登録されている点を用いること。
・器械高及びプリズム高の入力ミスなどの単純な誤りをおこすことが多いので注意すること。
・プリズムは傾きがないように正しく設置すること。
・出来形管理用ＴＳと工事基準点の距離が近いと、方位の算出誤差が大きくなるので
注意すること。

出来形管理用ＴＳの設置

基本設計データを出来形管理用ＴＳに搭載する。
出来形管理用ＴＳは、工事基準点上に設置する。
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出来形管理用ＴＳ設置時の留意点

プリズム高

ミラー高さ 0.50(m)0.50(m)プリズム高さ プリズムの高さを変更し
た時に、ＴＳの設定を変
更し忘れることが多いの

で注意。



後方交会法
出来形管理用TSは、工事基準点上に設置することが計測精度を確保する観点から望ましい。

出来形管理用ＴＳを工事基準点上に設置できない場合で、複数の工事基準点を観測できる
場合は任意の未知点に出来形管理用ＴＳを設置することができる。

計測精度を確保する為、ＴＳ設置位置と参照する２つの基準点との
「距離」および「間の角度」は、以下の関係でなければならない。

（条件を満足しない場合、ＴＳがエラーを返します）

３級TSの場合 ： L≦100m、 L1≦100m、 L2≦100m、 30゜≦θ≦150゜
２級TSの場合 ： L≦100m、 L1≦150m、 L2≦150m、 30゜≦θ≦150゜

（工事基準点との距離が近すぎると方位の精度が落ちるので注意すること） 70

後方交会法で設置する場合の注意点



１．出来形計測
・出来形計測時、ＴＳと計測点までの視準距離は１００ｍが制限値
・使用するＴＳの級、工種、出来形管理項目に係わらず、一律

２．計測点

①管理断面延長方向の注意点
基本設計データに管理断面として入力したラインから、

道路延長方向に±10cm以内の範囲内で計測を行う。

②厚さ計測時の注意点
舗装修繕工事で、厚さを測定する場合、基本設計データ

に出来形計測点として入力した点と、実際に出来形計測を
行う点の、平面位置のずれは水平距離で５cm以内で計測

で行う。

出来形計測

出来形管理用ＴＳによる出来形計測
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出来形計測イメージ

出来形管理状況の把握
１工事において１回程度

実施
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出来形管理の資料作成・提出

施工管理データ提出(XMLファイル）

○「工事完成図書の電子納品等要領」で定
める「OTHRS」フォルダに格納する。

施工管理データを用いて出来形管理資料を作成する

様式－３１

工 種

種 別 測定者 印

測定項目 測定項目 測定項目

規 格 値 規 格 値 規 格 値

測点又は区別 設計値 実測値 差 測点又は区別 設計値 実測値 差 測点又は区別 設計値 実測値 差
No.1 50 59 9 No.11 50 59 9

平 均 値 50 58 8 No.2 50 56 6 No.12 50 54 4
最 大 値 50 74 24 No.3 50 51 1 No.13 50 74 24
最 小 値 50 51 1 No.4 50 62 12 No.14 50 52 2
最 多 値 50 59 9 No.5 50 52 2
データ数 14 14 14 No.6 50 60 10
標準偏差 5.921 5.921 No.7 50 56 6

No.8 50 59 9
No.9 50 54 4
No.10 50 62 12

-9

厚さT2 厚さT2 厚さT2

出 来 形 管 理 図 表

舗装工

切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工（表層） 山田 太郎

略 図

-9 -9

測

点

設
計
値
と
の
差

0

N
o

.1

N
o

.2

N
o

.3

N
o

.4

N
o

.5

N
o

.6

N
o

.7

N
o

.8

N
o

.9

N
o

.1
0

N
o

.1
1

N
o

.1
2

N
o

.1
3

N
o

.1
4

帳票作成ソフトウェアにより
自動作成、保存、印刷可能

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
<!DOCTYPE othrsdata SYSTEM "OTHRS05.DTD">
<othrsdata DTD_version="05">
<サブフォルダ情報>
<その他サブフォルダ名>ORG001</その他サブフォルダ名>
<その他サブフォルダ日本語名>TS出来形管理</その他サブフォルダ日本語名>
<その他資料情報>
<資料名>TS出来形管理資料</資料名>
<オリジナルファイル情報>
<シリアル番号>1</シリアル番号>
<オリジナルファイル名>ORG01_01.xml</オリジナルファイル名>
<オリジナルファイル日本語名>TS施工管理データ01</オリジナルファイル日本語名>
<オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>出来形管理データ作成ソフトウェア2010
</オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>

XMLファイル例
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出来形管理写真基準

工種

写真管理項目

撮影項目 撮影頻度
[時期] 提出頻度

アスファルト
舗装工（下
層路盤工、
上層路盤
工）・・・その

他

幅 各層毎１工事に１回
[整正後]

代表箇所
各１枚

路面切削工
幅、厚さ（基

準高）
１工事に１回
[整正後]

代表箇所
各１枚

出来形管理写真（例）

ＴＳ出来形管理を実施する場合、従来と比較して、以下の点が異なります。
①撮影頻度の軽減
②黒板への記載項目の軽減
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黒板

ＴＳ

プリズム

黒板への記載項目


